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研究成果の概要（和文）：本研究では、蛋白質のローカルフラクチュエーションという独自の観点から、新規な
分子デザインの指針を提案することを試みた。抗原-抗体相互作用においては、柔軟性の高い抗原に対して、結
合親和性を向上させる抗体を設計することに成功した。またVHHにおいては、CDRのコンフォメーションを厳密に
使い分けている可能性が示唆された。Fc受容体蛋白質の解析では、抗体のダイナミクスが結合活性に重要な役割
を果たしていることが明らかとなった。さらに抗体結合ならびに細胞接着に関わる受容体では、局所部位におけ
る揺らぎの変化が、機能に関わる構造体を決めている可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：In this study, we attempted to propose a novel molecular design guideline 
from the unique perspective of local fractionation of proteins. In antigen-antibody interactions, we
 succeeded in designing antibodies with enhanced binding affinity for highly flexible antigens. 
Analysis of the Fc receptor protein revealed that the dynamics of the antibody play an important 
role in its binding activity. Furthermore, for receptors involved in antibody binding and cell 
adhesion, changes in local site fluctuations may determine the structures involved in their 
function.

研究分野： 蛋白質工学

キーワード： 抗体　抗原　受容体　物理化学　計算科学

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
蛋白質間相互作用において、互いのローカルフラクチュエーションならびにコンフォメーショナル変化は、相互
作用界面に影響を与え、その結合親和性と密接に関与していることが明らかとなった。したがって正確にローカ
ルフラクチュエーション状態を捉えることにより、蛋白質相互作用の特異性や選択性を制御できることが期待さ
れる。またローカルフラクチュエーションは機能発現とも深く関わっていることから、計算科学を駆使してダイ
ナミクスを考慮した分子制御および分子設計が必須となることを強く示唆している。これらの成果は、今後の機
械学習等のインシリコを活用した蛋白質設計ならびに蛋白質制御を飛躍的に進展させる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
ビッグデータや機械学習によるサイエンスが注目される中、目的に応じた機能分子を創出す

るために、信頼性の高いパラメータを収集することが一層必要不可欠な時代に突入している。一
方で、遺伝子操作技術、蛋白質エンジニアリング、そして動力学計算の飛躍的発展により、近年
においては蛋白質を機能改変し、医療、診断、そして材料への応用例が拡大している。このよう
に、目的に応じた機能性分子設計のための蛋白質エンジニアリングは強力な技術となってきて
いることから、機能性蛋白質を創出するための合理的な設計指針は非常に重要な位置づけにあ
る。またこれらの蛋白質設計は、大量の分子を設計し発現調製・機能解析を１つ１つ行った結果
選抜されたものであるため、膨大な開発時間とコストを要する。以上のような時代背景の中、計
算科学を積極的に取り込んだ更なる革新的な機能性蛋白質の設計は、超合理的かつ超低コスト
な社会に大きなパラダイムシフトを起こす技術として注目され、盛んに研究が進められている。 
蛋白質エンジニアリングにおいて主に用いられるアプローチとしては、アミノ酸変異導入、欠

損体、そしてコンジュゲーションなどが挙げられる。この際に分析される主要な項目として、熱
安定性や二次・三次構造の解析があり、いずれも蛋白質が機能を発揮するために重要な立体構造
の安定性に関して議論される。一方、近年では、分子動力学計算の発展により蛋白質のダイナミ
クスが生体機能において重要な因子であることが示されてきている。その中で明らかになりつ
つある観点が、蛋白質構造に関するコンホメーショナルセレクションである。このコンホメーシ
ョン変化が蛋白質のフラクチュエーション変化と密接に関連していると考えられる。しかしな
がら、機能性蛋白質の設計において、蛋白質エンジニアリングにフラクチュエーションの視点を
導入した方向性がなく、その技術基盤も十分でない。加えて、機械学習などへ具体的に展開する
ために必要な、明確な立体構造を有した蛋白質に関するフラクチュエーションを考慮した相互
作用の物理化学パラメータが不足している。 
 
２．研究の目的 
蛋白質エンジニアリングにおける局所部位のコンフォメーション変化に着目すると、蛋白質

エンジニアリングによって生じるローカルなフラクチュエーション変化とコンフォメーショナ
ルセレクションとの密接な関連が浮かび上がる。そこで本研究では、変異導入、柔軟性変化、小
型化、コンジュゲーションにおける蛋白質エンジニアリングに伴うローカルなフラクチュエー
ション変化が、コンフォメーショナルアンサンブルの多様性を増大させ、その結果、新しい相互
作用界面の出現、分子認識の多様性を生み出すのではないかと考えた。標的蛋白質の分子認識に
関するフラクチュエーションの物理化学的解析を行い、動力学計算と共に相互作用に関する精
密な議論を行うことにより、標的とする蛋白質の機能性向上、分子認識変化、反応場適合を考察、
ローカルフラクチュエーションという独自の観点からの分子設計並びに実験的検証を通じて、
新規な分子デザインの指針を提案する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．研究の方法 
(Project A) 抗原-抗体相互作用におけるローカルフラクチュエーションの影響と制御 
モデルとなる抗体-抗原相互作用として、金属イオン存在下と非存在下における Sonic 



hedgehog（SHH）の柔軟性変化が、抗原として抗 SHH 抗体と結合する際に及ぼす影響を物理
化学的な相互作用解析に基づき考察する。その他に、抗原の柔軟性に焦点を当てたペプチドと抗
体の相互作用、ならびにエピトープがループ部位にある抗体の相互作用解析を選択した。これら
の抗体-抗原相互作用は、物理化学的な解析技術を駆使して定量的な解析を行った。その際、局
所構造の重要性を示すために、分子動力学計算も導入して考察を行うことにした。 
 
(Project B) 抗体のローカルフラクチュエーションに関する機能解析 
モデルとなる受容体として、IgG および VHH 抗体を用いて、その安定性や機能際に及ぼす影

響を物理化学的な解析に基づき考察する。特にアミノ酸変異およびグラフティングを活用して
抗体の分子内におけるアミノ酸側鎖レベルでの相互作用を精密に解析した。得られた解析結果
およびその考察については、過去に報告されている文献を精細しながら、そのオリジナリティー
を精査した。 
 
(Project C) 受容体およびその他の蛋白質に関するローカルフラクチュエーションの機能解析 
モデルとなる抗体として、抗体に結合する受容体 FcγRIIIa を用いて、その結合活性に及ぼす

影響を物理化学的な解析に基づき考察する。局所構造の重要性を示すために、分子動力学計算も
導入して考察を行うことにした。またアミノ酸の変異導入により、相互作用におけるアミノ酸側
鎖レベルでの相互作用を精密に解析した。得られた解析結果およびその考察については、過去に
報告されている文献を精細しながら、そのオリジナリティーを精査した。 
 
(Project D) 固定化された蛋白質のローカルフラクチュエーションに関する分子認識メカニズ
ムの解明 

FcγRIIIa は膜蛋白質として発現しているため、C 末端側が固定化された細胞外ドメインが抗 
体 Fc を認識している。この FcγRIIIa が固定化されている状態と溶液中で分散している状態と 
での、抗体に対する分子認識機構の相違を詳細に解析した。また VHH 抗体に関する固定化につ
いても解析を行い、蛋白質が固定化されたことによる機能に対する効果を議論した。 
 
４．研究成果 
(Project A) 抗原-抗体相互作用におけるローカルフラクチュエーションの影響と制御 
複数のモデル抗体-抗原相互作用におけるローカルフラクチュエーションに関して解析を行っ

た。抗原のローカルフラクチュエーションに着目した当初のモデル抗原-抗体として、金属イオ
ン存在下と非存在下における Sonic hedgehog（SHH）と抗体間の精密な相互作用解析を行った。
その結果、金属イオンの有無で、結合親和性と共に速度論パラメータも変化することが明らかと
なった。既知の共結晶構造情報を基にアラニンスキャンを試みたところ、結合親和性創出に重要
なアミノ酸の種類が、金属イオンの有無により異なることが示唆された。そこで金属イオン非存
在下における SHH-抗体の複合体構造解析を試み、その共結晶構造を高解像度で得ることに成功
した。そこで分子動力学計算により相互作用界面における各アミノ酸側鎖の結合を詳しく解析
した。その結果、金属イオン存在下と非存在下では、抗体に結合した SHH の局所的な柔軟性に
有意な差異があることが明らかとなった。そこで抗原として抗 SHH 抗体と結合する際に及ぼす
影響について、分子動力学計算を駆使してローカルフラクチュエーションを制御することを試
みた。その結果、柔軟性の高い抗原に対して、結合親和性を向上させる抗体を設計することに成
功した。我々は他のモデル抗原-抗体結合におけるローカルフラクチュエーションに関する解析
も試みた。例えば複数の抗メチル化ペプチド 抗体に関する相互作用解析においては、分子動力
学計算において複合体におけるペプチド抗原の柔軟性が高いものは、その結合特異性が比較的
低いことが明らかとなった (J Biol Chem. 296:100176, 2021)。さらに Complement factor H 
(CFH)に対する抗体の相互作用解析においては、その機能エピトープが非常に柔軟性の高いルー
プ領域に位置することが示された CFH (J Biol Chem. 298(6):101962, 2022)。以上のことから、
機能に重要な抗体結合部位にはローカルコンフォメーションが潜在的に深く関与している場合
があり、そのようなエピトープを有する抗体設計において、抗原のローカルフラクチュエーショ
ンを以下にして制御するかが機能を得る上で重要な観点となることを示唆している。さらにこ
のようなローカルフラクチュエーションを制御する上で、動力学を考慮した計算科学は協力な
ツールとなることが示された。その他の抗体-抗原相互作用におけるローカルコンフォメーショ
ン解析として、抗体側のコンフォメーションも時に無視できない影響を及ぼす結果も得られた。
Hen egg lysozyme (HEL)に対する VHH 抗体において、その CDR におけるコンフォメーション
変化が抗原結合活性に有意な影響をもたらす可能性が示唆された (J Biochem. 170(5):623-629, 
2021)。以上のように抗体-抗原相互作用において、その相互作用界面におけるローカルフラクチ
ュエーションは結合親和性、特異創出等に重大な影響を及ぼし、如何にしてこのコンフォメーシ
ョンを捉えるかに抗体設計の成功がかかっていると考えられる。 
 
(Project B) 抗体のローカルフラクチュエーションに関する機能解析 
抗体のローカルフラクチュエーションに関する知見を精査するために、我々は IgG 型抗体に

おいて、その機能に重要な構造安定性および CDR 構造に関するコンフォメーションについて分
析を行った。その結果、局所部位におけるアミノ酸のゆらぎが構造全体の安定性を低下させ、抗



原結合活性の低下にもつながる可能性があることを突き止めた (J Pharm Sci. 109(5):1631-
1651, 2020)。これらの分析は、抗原結合部位である Fv および Fab ドメインに関するものがほ
とんどであるが、我々は抗原結合に直接関与しない Fc ドメインにおける揺らぎに関する有力な
研究結果を得ることが出来た。IgG における Fc には糖鎖修飾が必ず付加している。この糖鎖構
造は、発現細胞の酵素活性、動物種、そして培養条件によって劇的に変化することが知られてい
る。我々は細胞条件を変えることによって得られた種々の IgG 抗体について、その糖鎖構造の
違いが、エフェクター活性と密接に関与している Fc 受容体への結合活性に密接に関与している
ことを定量的に示した (Biotechnol Prog. 36(6):e3016, 2020)。この影響は糖鎖構造の変化に伴
う Fc ドメインの揺らぎが関与していることが近年明らかになってきている。このように、IgG
においては、蛋白質全体のコンフォメーショナルな変化が機能と密接に関わっていることを意
味している。 
さらに、抗体におけるモダリティの１つとして注目されている単ドメイン抗体に関するロー

カルフラクチュエーションについても解析を行った。アミノ酸改変による VHH 抗体の安定性解
析を行ったところ、局所部位におけるアミノ酸側鎖のコンフォメーショナルな厳密な空間が熱
安定性変化と密接に関わっていることが示唆れた（Sci Rep. 11(1):20624, 2021）。また抗原結合
部位である CDR のグラフティング解析を試みたところ、VHH の足場となっているフレームワ
ーク部位との分子内相互作用がCDRのローカルコンフォメーションの制御に重要な役割を果た
していることが明らかとなった（Protein Sci. 2022 Nov;31(11):e4450）。これらの成果は、VHH
がシングルドメインであることから、その分子サイズの小ささより、わずかな分子内相互作用の
変化によって VHH 全体の構造ならびに機能に甚大な影響を及ぼすことを示唆している。これま
でに報告されている VHH 抗体に関するコンフォメーショナルな文献情報を精細したところ、
VHH の CDR には、抗原結合のために CDR のコンフォメーションを厳密に使い分けている可能
性が示唆され、その機能は我々が活用している物理化学的な相互作用解析技術によって特徴づ
けられることも明らかとなった (Methods Mol Biol. 2552:61-79, 2023, Methods Mol Biol. 
2552:409-433, 2023)。 
 
(Project C) 受容体およびその他の蛋白質に関するローカルフラクチュエーションの機能解析 
複数のモデル受容体および細胞内蛋白質におけるローカルフラクチュエーションに関して解

析を行った。当初のモデルとして、抗体に結合する受容体 FcγRIIIa に関する精密な相互作用解
析を行った。Project B で明らかにしたように、IgG における Fc ドメインは受容体との結合にお
いて、その糖鎖構造の違いによる Fc のコンフォメーショナルな揺らぎが変動することで Fc 受
容体との結合活性も変化する。一方で我々は、FcγRIIIa との結合に直接関与しないと言われてき
た抗原結合部位 Fab に関する解析を行った。その結果、Fab は FcγRIIIa に対して結合エンタル
ピーが得する影響があることが明らかとなった。一般的に結合エンタルピーの創出には直接的
な分子間相互作用が必要となる。つまり Fab が FcγRIIIa に対して明確にダイレクトな結合活性
を持っていることを示したことになる。近年 Fab が FcγRIIIa の結合活性に関与しているという
報告例が出始めているが、我々の結果は、物理化学的かつ定量的に、この Fab の相互作用を明
らかにした重要な成果であると考えらえる。さらに重要な知見として、この Fab を同等の分子
サイズである抗体とは無関係な可溶性タグ蛋白質にグラフトして FcγRIIIa との相互作用を観察
したところ、結合エンタルピーは得られないのはもちろんのこと、Fc 自身に余計な揺らぎをも
たらしていることが示唆された。局所的なコンフォメーションではなくドメインではあるか、
我々の研究において、従来では気づくことのなかった抗体の新たなダイナミクスが FcγRIIIa 受
容体の結合活性に重要な役割を果たしていることは、生物学的にも非常に興味深い 
(Biochemistry. 62(2):262-269, 2023)。 
他の受容体に関する研究成果として、細胞接着因子の１つである LI-cadherin の相互作用解析

を行った。LI-cadherin は複数のドメインが数珠つなぎに連結した構造で発現しており、ホモダ
イマーの形成を経由して大きなクラスター集合体が細胞間で構築されることが知られている。
このダイマー形成が機能において重要な中間状態であると考えられることから、この物理化学
的な解析を行った。その結果、分子間におけるドメインとドメイン同士の結合、およびその組み
合わせや結合順がダイマーのコンフォメーションならびに最終状態であるクラスター構造に重
要な役割を果たしていることが明らかとなった。この際、各ドメインには局所部位における異な
る揺らぎが存在していることを突き止めた (Sci Rep. 13(1):6493, 2023) 。さらに１つのアミノ
酸変異に伴い、このダイマー体が異なるトポロジーで安定化することも明らかとなった。つまり
局所部位におけるコンフォメーション変化およびその揺らぎの変化が、機能に関わる大きなダ
イマー構造体の状態を決めている可能性が示唆された (J Biol Chem. 297(3):101054, 2021)。以
上のことから、本研究の狙い通り、受容体における局所構造の変化は、機能に対して密接な関係
性にあることが示された。 
その他に受容体以外の蛋白質において、思いがけないローカルフラクチュエーションに関す

る研究成果を得た。黄色ブドウ球菌の細胞外受容体の１つである IsdH は、その結合リガンドで
あるヘムをヘモグロビンから捕捉する際に、自身の結合ドメインの柔軟性を高めていることが
明らかとなった。さらにヘモグロビンからヘムを奪い取る際にも、間接的にヘム結合ドメインの
局所的構造のコンフォメーションをコントロールしているメカニズムがあることが示唆された 
(J Biol Chem. 298(6):101995, 2022)。さらにヒト細胞における細胞接着因子 P-cadherin のホモ



ダイマー形成においては、そのダイマーに一時的な中間体が存在していることが分子動力学計
算より明らかとなった。この中間体構造に対する低分子リガンドの作用により、ダイマーがモノ
マーへ解離する機構も解明した (Commun Biol. 4(1):1041, 2021)。 
 
(Project D) 固定化された蛋白質のローカルフラクチュエーションに関する分子認識メカニズ
ムの解明 
複数のモデル蛋白質に関する固定化について、そのローカルフラクチュエーションに関して

解析を行った。当初のモデルとして、受容体 FcγRIIIa の固定化に関する精密な相互作用解析を
行った。FcγRIIIa の固定化環境として SPR を採用し、固定化していない環境を ITC で再現した。
その結果、ITC では抗体に対する結合活性に有意な差異は観察されなかったにもかかわらず、
SPR では抗体の揺らぎの違いによる結合活性の差異が観察された。分子動力学計算を行ったと
ころ、FcγRIIIa の固定化により、FcγRIIIa の局所部位において揺らぎが異なることが示唆され
た。また VHH 抗体に関して、その固定化に関する抗原結合活性の解析を行った。その結果、VHH
の固定化条件によって抗原結合活性に違いがあることも明らかとなった (Biochem Biophys 
Res Commun. 663:54-60, 2023)。このように蛋白質の固定化に伴い、その結合パートナーであ
る分子に対して、その結合活性に違いが発動することが見出された。この成果は、蛋白質の固定
化によって結合する分子の特性を精密に分析することができることを示唆している。 
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Molecular basis for the activation of actinoporins by lipids

Methods Enzymol. 277～306

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Caaveiro Jose M.M.、Tsumoto Kouhei 649

 １．著者名



2021年

2021年

2021年

2020年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

10.1021/acs.jmedchem.0c01578

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Structural Basis for the Binding Mechanism of Human Serum Albumin Complexed with Cyclic Peptide
Dalbavancin

Journal of Medicinal Chemistry 14045～14053

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Ito Sho、Senoo Akinobu、Nagatoishi Satoru、Ohue Masahito、Yamamoto Masaki、Tsumoto Kouhei、
Wakui Naoki

63
 １．著者名

10.1074/jbc.RA120.015996

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Structural basis for antigen recognition by methylated lysine?specific antibodies

Journal of Biological Chemistry 100176

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Ishii Misaki、Nakakido Makoto、Caaveiro Jose M.M.、Kuroda Daisuke、Okumura C.J.、Maruyama
Toshiaki、Entzminger Kevin、Tsumoto Kouhei

296
 １．著者名

10.1016/j.jbc.2021.100278

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Proteomic identification and validation of novel interactions of the putative tumor suppressor
PRELP with membrane proteins including IGFI-R and p75NTR

Journal of Biological Chemistry 100278

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Kosuge Hirofumi、Nakakido Makoto、Nagatoishi Satoru、Fukuda Tetsuya、Bando Yasuhiko、Ohnuma
Shin-ichi、Tsumoto Kouhei

296
 １．著者名

10.1016/j.isci.2021.102036

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Structural basis for selective inhibition of human serine hydroxymethyltransferase by secondary
bile acid conjugate

iScience 102036～102036

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Ota Tomoki、Senoo Akinobu、Shirakawa Masumi、Nonaka Hiroshi、Saito Yutaro、Ito Sho、Ueno Go、
Nagatoishi Satoru、Tsumoto Kouhei、Sando Shinsuke

24
 １．著者名



2020年

2020年

2020年

2020年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

10.1002/adhm.202000538

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Polymeric Nanocarriers with Controlled Chain Flexibility Boost mRNA Delivery In Vivo through
Enhanced Structural Fastening

Advanced Healthcare Materials 2000538～2000538

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Miyazaki Takuya、Uchida Satoshi、Nagatoishi Satoru、Koji Kyoko、Hong Taehun、Fukushima
Shigeto、Tsumoto Kouhei、Ishihara Kazuhiko、Kataoka Kazunori、Cabral Horacio

9
 １．著者名

10.1111/bjh.16955

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
The Kg‐antigen, RhAG with a Lys164Gln mutation, gives rise to haemolytic disease of the
newborn

British Journal of Haematology 920～926

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 １．著者名  ４．巻
Tanaka Mitsunobu、Abe Takaaki、Minamitani Takeharu、Akiba Hiroki、Horikawa Toshihiro、Tobita
Ryutaro、Isa Kazumi、Ogasawara Kenichi、Takahashi Hideo、Tateyama Hidemi、Tone Satomi、Tsumoto
Kouhei、Yasui Teruhito、Kimura Takafumi、Fujimura Yoshihiro、Hirayama Fumiya、Tani Yoshihiko、
Takihara Yoshihiro

191

10.1021/acs.biochem.0c00731

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ５．発行年 ２．論文標題
Unique Electronic Structures of the Highly Ruffled Hemes in Heme-Degrading Enzymes
ofStaphylococcus aureus, IsdG and IsdI, by Resonance Raman and Electron Paramagnetic Resonance
Spectroscopies

Biochemistry 3918～3928

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Takahashi Satoshi、Nambu Shusuke、Matsui Toshitaka、Fujii Hiroshi、Ishikawa Haruto、Mizutani
Yasuhisa、Tsumoto Kouhei、Ikeda-Saito Masao

59
 １．著者名

10.1038/s41598-020-74545-4

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Structure-based design and discovery of novel anti-tissue factor antibodies with cooperative
double-point mutations, using interaction analysis

Scientific Reports 17590

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Chiba Shuntaro、Tanabe Aki、Nakakido Makoto、Okuno Yasushi、Tsumoto Kouhei、Ohta Masateru 10

 １．著者名



2020年

2020年

2020年

〔学会発表〕　計82件（うち招待講演　24件／うち国際学会　11件）

2022年

 ２．発表標題

第20回日本臨床腫瘍学会（招待講演）
 ３．学会等名

 １．発表者名

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

抗体医薬の技術革新　～ 多様化する抗体薬のメカニズムを解き明かす ～

 ４．発表年

津本浩平

10.1097/MNM.0000000000001203

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
64Cu-labeled minibody D2101 visualizes CDH17-positive gastric cancer xenografts with short
waiting time

Nuclear Medicine Communications 688-695

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 １．著者名  ４．巻
Fujiwara Kentaro、Akiba Hiroki、Tsuji Atsushi B.、Sudo Hitomi、Sugyo Aya、Nagatsu Kotaro、Zhang
Ming-Rong、Iwanari Hiroko、Kusano-Arai Osamu、Kudo Shota、Kikuchi Chika、Tsumoto Kouhei、Momose
Toshimitsu、Hamakubo Takao、Higashi Tatsuya

Publish Ahead of Print

10.1002/btpr.3016

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ５．発行年 ２．論文標題
Highly sensitive HPLC analysis and biophysical characterization of N‐glycans of            IgG
‐Fc            domain in comparison between            CHO            and 293 cells using
FcγRIIIa            ligand

Biotechnology Progress e3016

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 該当する

 ４．巻
Kosuge Hirofumi、Nagatoishi Satoru、Kiyoshi Masato、Ishii‐Watabe Akiko、Tanaka Toru、Terao
Yosuke、Oe Seigo、Ide Teruhiko、Tsumoto Kouhei

36
 １．著者名

10.1021/acsnano.9b09991

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Dual-Sensitive Nanomicelles Enhancing Systemic Delivery of Therapeutically Active Antibodies
Specifically into the Brain

ACS Nano 6729～6742

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 １．著者名  ４．巻
Xie Jinbing、Gonzalez-Carter Daniel、Tockary Theofilus A.、Nakamura Noriko、Xue Yonger、
Nakakido Makoto、Akiba Hiroki、Dirisala Anjaneyulu、Liu Xueying、Toh Kazuko、Yang Tao、Wang
Zengtao、Fukushima Shigeto、Li Junjie、Quader Sabina、Tsumoto Kouhei、Yokota Takanori、Anraku
Yasutaka、Kataoka Kazunori

14



2023年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

PITTCON 2023（招待講演）（国際学会）

日本組織培養学会 第94回大会（招待講演）

BINDSシンポジウム（招待講演）

第72回日本電気泳動学会シンポジウム（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

長門石曉、津本浩平

津本浩平

津本浩平

津本浩平

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

モダリティ創薬と抗体

Analytical Solutions for Research, Development & CMC of Novel Modalities of Drugs (I) ～Comprehensive Understanding of
Molecular Structure, Dynamics and Function

Commitment to drug development in the center for drug design research(CDDR) 創薬デザイン研究センター（CDDR)の取り組み

創薬モダリティ開発を加速させる相互作用解析支援と技術開発

 ４．発表年

 ４．発表年



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

創薬懇話会2022（招待講演）

第1回 日本抗体学会設立記念学術大会（招待講演）

第32回日本リウマチ学会関東支部学術集会（招待講演）

Pittcon 2022 Virtual Highlights JAIMA Symposium（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

長門石曉

長門石曉、津本浩平

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

津本浩平

長門石曉

 ３．学会等名

 ３．学会等名

物理化学解析を駆使した Protein-Protein Interaction阻害剤開発への挑戦

抗体創薬のための物性解析：これまでとこれから

VHH抗体の概要と医療応用の可能性

Capturing the Physical Properties of Highly-Concentrated Antibody Solutions from Raman Spectroscopic Analysis

 ３．学会等名



2022年

2022年

2022年

2022年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

11th Japan-China Joint Symposium on Calorimetry and Thermal Analysis (CATS-2022)（招待講演）（国際学会）

第22回 日本蛋白質科学会年会

第22回　日本蛋白質科学会年会

第22回　日本蛋白質科学会年会

長門石曉

Kosuge H, Nakakido M, Nagatoishi S, Fukuda T, Bando Y, Ohnuma S, Tsumoto K

山脇 つくし、中木戸 誠、相川 知宏、カアベイロ ホセ、中川 一路、津本 浩平

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

計算科学により強化される 蛋白質のリガンド結合に関する物理化学解析 Monomer-Dimer Equilibrium of a Tumor Suppressor PRELP
Driven by the Hydrophobic Interface Regulates the Multi-Specific Interactions ４．発表年 １．発

Monomer-Dimer Equilibrium of a Tumor Suppressor PRELP Driven by the Hydrophobic Interface Regulates the Multi-Specific
Interactions

化膿レンサ球菌のマルトース/マルトデキストリン結合蛋白質SPs0871の機能を阻害するVHH抗体による基質結合阻害機構の解明
 ２．発表標題

Search for Small Molecule Ligands That Functionally Regulate Proteins Based on Calorimetric Analysis

 １．発表者名
長門石曉

 ２．発表標題



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第22回　日本蛋白質科学会年会

第22回　日本蛋白質科学会年会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

木下　清晶、中木戸誠、黒田大祐、Jose M.M. Caaveiro、津本浩平

横尾 尚典、田部 亜季、中木戸 誠、長門石 曉、カアベイロ ホセ、吉田 瑶子、池田 洋一郎、南学 正臣、津本 浩平

氏家 寛、田部 亜季，長門石 曉，津本 浩平

笠原 慶亮、黒田 大祐、河出 来時、田部 亜季、長門石 曉、津本 浩平

第22回　日本蛋白質科学会年会

第22回　日本蛋白質科学会年会

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

CDR-Graftingによるヒト化VHHの物性機能解析に基づくヒト化VHH人工合成ライブラリ構築

新規抗体の機能解析に基づく抗CFH自己抗体によるaHUS発症機構モデルの提案

Physicochemical analysis of receptor recognition mechanism of anti-OX40 agonist antibodies

Superchargingデザインは溶媒選択により抗体の物性を制御できる

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第22回　日本蛋白質科学会年会

第22回　日本蛋白質科学会年会

淺野 梨紗、中木戸 誠、竹内 美結、相川 知宏、中川 一路、津本 浩平

中木戸 誠、淺野 梨紗、竹内 美結、伊藤 翔、相川 知宏、中川 一路、津本 浩平

住川　太一、中木戸 誠、黒田 大祐、津本 浩平

長門石 曉、木下 清晶, 黒田 大祐, 小菅 啓史, 木吉 真人, 石井 明子, 寺尾 陽介, 井出 輝彦, 津本 浩平

日本化学会 生体機能関連化学会若手の会 第33回サマースクール

第16回 バイオ関連化学シンポジウム

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

化膿レンサ球菌由来金属結合蛋白質MtsAに対するバイパラトピック抗体の設計と機能評価

化膿レンサ球菌細胞表面由来金属結合タンパク質に対する機能阻害剤探索

足場蛋白質を活用した特定のエピトープ領域に対する抗体取得

FcγRIIIa受容体の固定化系と溶液系における抗体認識機構の解明

 １．発表者名



2022年

2022年

2022年

2022年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第95回 日本生化学会大会

10th Asian Biological Inorganic Chemistry (AsBIC10)（国際学会）

10th Asian Biological Inorganic Chemistry (AsBIC10)（国際学会）

第21回 東京大学生命科学シンポジウム

Nakakido M, Asano R, Fernandez P.J., Takeuchi M, Aikawa C, Nakagawa I, Tsumoto K

Sushko T, J.M.M. Caaveiro, Nagatoishi S, Tsumoto K

木下 清晶、中木戸 誠、黒田 大祐、カアベイロ ホセ、津本 浩平

 ２．発表標題

 ２．発表標題

長門石曉

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Development of Molecular Inhibitors against Iron Transporters from Streptococcus pyogenes

Rubredoxin A from M. tuberculosis

Development of Humanized Single-Domain Antibody Synthetic Libraries Based on Physicochemical Analyses
 ２．発表標題

生命分子に対する多元機能解明のための物理化学的相互作用解析

 １．発表者名

 ２．発表標題



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The 36th Annual Symposium of The Protein Society（国際学会）

第16回　バイオ関連化学シンポジウム

 ３．学会等名

 ３．学会等名

氏家 寛、田部 亜季，長門石 曉，津本 浩平

Kosuge H, Nakakido M, Nagatoishi S,Fukuda T, Bando Y, Ohnuma S, Tsumoto K

横尾 尚典、中木戸 誠、松田 恵子、柚﨑 通介、津本 浩平

Kinoshita S, Nakakido M, Kuroda D, Jose M. M. Caaveiro, Tsumoto K

第21回 東京大学生命科学シンポジウム

Neuro2022

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

抗OX40アゴニスト小唄の相互作用に関する速度論的研究

Characterization of the regulatory system of multi-specific interactions of a novel tumor suppressor PRELP through the
hydrophobicity-driven dimerization

Acquisition of novel VHH antibodies to synaptic organizers for application to molecular imaging

Molecular Basis of Contribution of Intramolecular Interactions between Complementarity Determining Region 3 (CDR3) and
Framework Region on Biophysical Properties in Camelid Single-Domain Antibody

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第60回　日本生物物理学会年会

第60回　日本生物物理学会年会

安田 佳生、黒田 大祐、佐々木 慈英、中木戸 誠、松長 遼、橋口 隆生、津本 浩平

笠原 慶亮、黒田 大祐、長門石 曉、津本 浩平

Kosuge H, Nakakido M, Nagatoishi S, Fukuda T, Bando Y, Ohnuma S, Tsumoto K

稲垣 万優子、松長 遼、奥村 繁、丸山 俊昭、Entzminger K、津本 浩平

The 17th International Symposium of the Institute Network for Biomedical Sciences & International Symposium on Tumor Biology
in Kanazawa 2022 (Hybrid Conference)（国際学会）

第95回　日本生化学会大会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

In silico design of cross-reactive antibodies binding to SARS-CoV and SARS-CoV-2 spike RBDs

表面電荷改変抗体のコロイド安定性・結合親和性とその溶媒依存性の解析

Identification and validation of multi-specific interactions of a tumor suppressor protein PRELP

ハイスループットな抗体変異体スクリーニング系の構築

 １．発表者名



2022年

2022年

2021年

2021年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

10th Asian Biological Inorganic Chemistry Conference（国際学会）

第96回　日本細菌学会総会

第69回質量分析総合討論会（招待講演）

第21回日本蛋白質科学会年会（招待講演）

山脇つくし、中木戸 誠、相川 知宏、カアベイロ ホセ、中川 一路、津本 浩平

長門石曉,　津本浩平

津本浩平

 ２．発表標題

 ２．発表標題

淺野　梨紗、中木戸 誠、竹内 美結、相川 知宏、中川 一路、津本 浩平

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

A群レンサ球菌の表層蛋白質の機能を阻害する抗体の探索

Interaction analysis between small-molecules and proteins using HDX-MS in physicochemical screening

蛋白質科学が社会へ与えるインパクト：AMED-BINDSから次のステージへ
 ２．発表標題

Functional Evaluation of Molecule-Linked Antibodies against Metal-Binding Protein of Streptococcus pyogenes, MtsA

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

CBI学会2021大会（招待講演）

立命館大学　製剤技術研究コンソーシアム　2021年度　第4回研究会（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

津本浩平

津本浩平

長門石曉

津本浩平

日本プロテオーム学会　2021年大会（招待講演）

第7回蛋白質工学研究会(日本蛋白質科学会創立20周年記念シンポジウム）（招待講演）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Drug Delivery System技術開発へのタンパク質工学の貢献：現状と今後

抗体工学のモダリティ創薬への貢献

滴定型熱量測定

抗体の抗原特異性創出機構の解明と親和性向上指針の提案

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

有機合成化学協会「ニューモダリティと有機合成化学」第6回勉強会（招待講演）

日本化学会 第102春季年会（若い世代の特別講演）（招待講演）

津本浩平

長門石曉

長門石曉, 小菅啓史, 木吉真人, 石井明子, 寺尾陽介, 井出輝彦, 津本浩平

中木戸 誠、竹内 美結、伊藤 翔、相川 知宏、長門石 曉、中川 一路、津本 浩平

日本薬学会第142年会

第21回 日本蛋白質科学会年会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

次世代抗体開発と物理化学

熱力学および速度論を基点とした蛋白質を制御する低分子リガンドの開発

様々なIgG型抗体に関するFcγRIIIaの物理化学的相互作用解析

化膿連鎖球菌由来金属トランスポーターに対する機能阻害剤探索

 １．発表者名



2021年

2021年

2021年

2021年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第59回 日本生物物理学会年会

第59回 日本生物物理学会年会

The International Chemical Congress of Pacific Basin Societies 2021（（国際学会）

第21回 日本蛋白質科学会年会

木下 清晶、中木戸 誠,、黒田 大祐、 カアベイロ ホセ、 津本 浩平

Yui A, Kikuchi C, Goda S, Kudo S, Akiba H, Nakakido M, Kuroda D, Nagatoishi S, Arai O, Iwanari H, Hamakubo T, Tsumoto K

山脇 つくし、中木戸 誠、相川 知宏、中川 一路、津本 浩平

 ２．発表標題

 ２．発表標題

笠原 慶亮、黒田 大祐、河出 来時、田部 亜季、長門石 曉、津本 浩平

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Physicochemical studies of mutations in framework regions of VHH focusing on intramolecular interactions with CDR3

How SNPs in LI-cadherin gene increases the risk of cancer metastasis

化膿レンサ球菌のマルトース/マルトデキストリン結合蛋白質SPs0871の特性評価及びその機能を阻害するVHH抗体の探索
 ２．発表標題

抗体表面への正荷電残基変異導入による抗体のpH非依存的な熱安定性獲得機構

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第21回 日本蛋白質科学会年会

第21回 日本蛋白質科学会年会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Kosuge H, Nakakido M, Nagatoishi S, Fukuda T, Bando Y, Ohnuma S, Tsumoto K

横尾 尚典、田部 亜季、中木戸 誠、長門石 曉、カアベイロ ホセ、吉田 瑶子、池田 洋一郎、南学 正臣、津本 浩平

氏家 寛、田部 亜季、長門石 曉、津本 浩平

住川 太一、中木戸 誠、黒田 大祐、津本 浩平

第21回 日本蛋白質科学会年会

第21回 日本蛋白質科学会年会

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Proteomic Identification and Validation of Novel Interactions of a Tumor Suppressor PRELP with the Growth Factor Receptors
IGFI-R and p75NTR

aHUSに関連する補体抑制因子CFHと診断薬取得に向けた特異的抗体の機能解析

抗OX40抗体の受容体機能制御に関わる分子メカニズム解明

膜蛋白質の膜外領域を認識する抗体の取得

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第21回日本蛋白質科学会年会

第21回日本蛋白質科学会年会

木下 清晶、中木戸 誠、黒田 大祐、カアベイロ ホセ、 津本 浩平

山本 晃一、中木戸 誠、黒田 大祐、長門石 曉、森本 淳平、山東 信介、津本 浩平

Yui A, Caaveiro J.M.M, Kuroda D, Nakakido M, Nagatoishi S, Maruno T, Uchiyama S, Tsumoto K

横尾 尚典、中木戸 誠、柚﨑 通介、津本 浩平

The Protein Society 35th Annual Symposium（国際学会）

第44回 日本神経科学大会　CJK 第１回国際会議（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

VHHにおけるCDR3-Framework region間分子内相互作用に着目したフレームワーク改変の物理化学的解析

VHH抗体の構造特徴を利用したβ-hairpin型ペプチド設計手法の探索

A novel homodimerization mechanism of LI-cadherin

Acquisition of novel VHH antibodies to synaptic organizers for application to molecular imaging

 １．発表者名



2021年

2021年

2021年

2020年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第94回　日本生化学会大会

第94回　日本生化学会大会

第44回　日本分子生物学会

BioJapan 2020（招待講演）

住川　太一、中木戸 誠、黒田 大祐、津本 浩平

氏家 寛、田部 亜季、長門石 曉、津本 浩平

津本浩平

 ２．発表標題

 ２．発表標題

小菅 啓史、中木戸 誠、長門石 曉、福田 哲也、板東 泰彦、大沼 信一、津本 浩平

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

膜蛋白質Glut1の細胞外領域を認識する抗体取得法の提案

Analysis of the molecular mechanisms involved in the recognition of antigen and the regulation of function by antibodies
（15／

バイオスペリア時代の抗体エンジニアリリング
 ２．発表標題

プロテオーム解析に基づく腫瘍抑制蛋白質PRELPと膜蛋白質の新規相互作用探索と機能解析

 １．発表者名

 ２．発表標題



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

2020年度iBIX-JAXA-KEK物構研-QST合同研究会（招待講演）

JASIS WebExpoライフサイエンスイノベーションゾーン企画（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

津本浩平

津本浩平

津本浩平

津本浩平

CBI学会2020年大会（招待講演）

製剤機械技術学会30周年記念大会（招待講演）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

日米セッション/先端創薬への分析ソリューション-その先にあるもの（Beyond Biopharma Analysis）

相互作用の熱力学的解析とCOVID-19

抗体医薬と蛋白質物性：製剤技術研究への期待

病原性微生物における金属動態の分子機構解析

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

ナノメディシン交流協会臨時会議「コロナウィルス感染症とナノメディシン」（招待講演）

第14回　バイオ関連化学シンポジウム

津本浩平

妹尾 暁暢、長門石 曉、黒田 大祐、伊藤 翔、上野 剛、齋藤 雄太朗、吉田 浩平、田島 卓実、工藤 翔太、山東 信介、津本 浩平

竹内 美結、中木戸 誠、長門石 曉、河出 来時、相川 知宏、中川 一路、津本 浩平

横尾 尚典、田部 亜季、中木戸 誠、長門石 曉、吉田 瑶子、池田 洋一郎、南学 正臣、津本 浩平

第93回　日本生化学会大会

第93回　日本生化学会大会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

新興・再興感染症対策への抗体エンジニアリングの貢献

蛋白質-蛋白質間相互作用の速度論的制御に基づくP-カドヘリンの細胞接着形成阻害

化膿連鎖球菌の金属獲得蛋白質MtsAに対する機能阻害剤の探索

aHUSに関連する補体抑制因子CFHと特異的抗体の機能解析

 １．発表者名



2020年

2020年

2020年

2020年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第48回　構造活性相関シンポジウム

第16回　日本臨床プロテオゲノミクス研究会

2020年度　医科学研究所G2発表会

2020年度　医科学研究所G2発表会

妹尾 暁暢、長門石 曉、伊藤 翔、上野 剛、津本 浩平

Valenciano　S, Sandra Bellido, Jose M.M. Caaveiro, Nakakido M, Nagatoishi S, Tsumoto K

山本 晃一、中木戸 誠、黒田 大祐、長門石 曉、森本 淳平、山東 信介、津本 浩平

 ２．発表標題

 ２．発表標題

笠原 慶亮、黒田 大祐 、河出 来時 、田部 亜季 、長門石 曉 、津本 浩平

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

HDX-MSを活用したP-カドヘリンのホモ複合体に対する低分子阻害剤開発

Obtaining antibodies  against Staphyloccus aureus

Application of β-hairpin structure of VHH CDR3 for peptide designs
 ２．発表標題

計算デザイン Supercharging 抗体の物性機能解析

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第20回　日本蛋白質科学会年会

第20回　日本蛋白質科学会年会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

妹尾 暁暢、齋藤 雄太朗、伊藤 翔、長門石 曉、上野 剛、吉田 浩平、田島 卓実、工藤 翔太、山東 信介、津本 浩平

中木戸 誠、竹内 美結、長門石 曉、相川 知宏、中川 一路、津本 浩平

Kosuge H, Nakakido M, Nagatoishi S, Fukuda T, Bando Y, Ohnuma S, Tsumoto K

住川 太一、中木戸 誠、黒田 大祐、津本 浩平

第94回　日本細菌学会総会

第20回　日本蛋白質科学会年会

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Inhibition of P-cadherin-mediated cell contact formation through the kinetic effect of chemical fragment

化膿連鎖球菌由来金属獲得蛋白質MtsAに対する機能阻害剤の探索

Proteomic Identification And Validation Of New Interactions Of Novel Tumor Suppressor PRELP With Membrane Proteins

Structural analysis of a peptide fragment grafted onto the Adhiron scaffold

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第20回　日本蛋白質科学会年会

第58回　日本生物物理学会年会

由井 杏奈、菊池 智佳、郷田 秀一郎、工藤 翔太、秋葉 宏樹、中木戸 誠、黒田大祐、長門石 曉、新井 修、岩成 宏子、浜窪 隆雄、津本
浩平

木下 清晶、中木戸 誠、黒田 大祐、カアベイロ ホセ、津本 浩平

由井 杏奈、菊池 智佳、郷田 秀一郎、丸野 孝浩、内山 進、中木戸 誠、黒田大祐、長門石 曉、新井 修、岩成 宏子、浜窪 隆雄、津本
浩平

山本晃一、中木戸 誠、黒田 大祐、長門石 曉、森本 淳平、山東 信介、津本 浩平

第58回　日本生物物理学会年会

第43回　日本分子生物学会年会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

The Molecular Basis of How SNP in LI-cadherin Affected Cancer Metastasis

分子動力学シミュレーションを用いたCDR-Graftingによる合成VHHにおける分子挙動の解析

Molecular basis of increased risk of colorectal cancer metastasis caused by SNPs in LI-cadherin

VHH抗体β-hairpin型CDR3を利用したペプチド設計手法の探索

 １．発表者名



2021年

〔図書〕　計11件

2022年

2022年

2022年

231

272

180

羊土社

講談社

じほう

 ２．出版社

 ２．出版社

 ２．出版社

津本　浩平

津本 浩平、長門石 曉、半沢 宏之

津本 浩平、石井 明子、内山 進、本田 真也

 ４．発行年

 ４．発行年

 ４．発行年

 １．著者名

 １．著者名

 １．著者名

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

治療の可能性が広がる　抗体医薬

医薬品開発のための分光法

品質評価のカギをにぎる　バイオ医薬品の分析法

 ３．書名

 ３．書名

 ３．書名

CIBoG特別
 ３．学会等名

津本浩平

 ４．発表年

次世代医薬品開発と蛋白質科学

 １．発表者名

 ２．発表標題



2022年

2022年

2022年

2021年

544

368羊土社

374

472

羊土社

エヌ・ティー・エス

エヌ・ティー・エス

 ２．出版社

 ２．出版社

 ２．出版社

 ２．出版社

（分担）長門石曉，津本浩平

（分担）中木戸誠，津本浩平、（監修）城 宜嗣、青野 重利、齋藤 正男

佐久間 一郎、秋吉 一成、津本 浩平

津本　浩平、前仲　勝実

 ４．発行年

 ４．発行年

 ４．発行年

 ４．発行年

 ５．総ページ数

 １．著者名

 １．著者名

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

医用工学ハンドブック

創薬研究のための相互作用解析パーフェクト

 １．著者名

 ３．書名

創薬研究のためのスクリーニング学実践テキスト

ヘムタンパク質の科学

 ３．書名

 ３．書名

 ３．書名

 １．著者名



2020年

2020年

2020年

2021年

〔産業財産権〕

624

363

192

564

エヌ・ティー・エス

日本熱測定学会

化学同人

エヌ・ティー・エス

 ２．出版社

 ２．出版社

 ２．出版社

 ２．出版社

(分担) 長門石曉, 津本浩平

(分担) 中木戸誠, 長門石曉, 津本浩平

(分担) 中木戸誠, 津本浩平

 ４．発行年

 ４．発行年
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